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会長  藤田　育美

鳴門市北灘婦人会　会長　延原　和子

令和4年度 一般財団法人 徳島県婦人団体連合会 総会

勝浦町婦人会　秋成　ふみよ
退任役員代表挨拶

　県内各地から約150名の会員が出席し、総会が開催されました。飯泉徳島県知事をはじめ各方面か
ら多数のご来賓に、ユーモアたっぷりのご挨拶を頂きました。会長から「昨年はエシカル消費やSDGｓの
研修などお世話になりました。 今年は高齢者には高齢者の役割があることについての研修をすすめましょ
う」と意欲的に語られました。
　各地区で先頭に立って活動された退任役員の方々に感謝状が贈呈されました。家庭、仕事、婦人会
活動など、何役もこなす大変な努力に頭の下がる思いでした。
続いて議事に入り、すべての議案は承認されました。その後、記念講演に入りました。

　今年は特に暑い日が続いております。また、新型コロナウィルスについてはオミク
ロン株などの変異種が日本全国はもちろん、ここ徳島県においても感染が拡大してお
ります。また、ロシアのウクライナ侵攻から数か月が経過しておりますが、一向に停
戦に至る様子もなく、食料や燃料の危機が続いております。そんな中、中国と台湾
の間の緊張も高まっておりいつ戦争が始まってもおかしくない状況です。地球温暖化
による異常気象も続いており、本当に先の見えない世の中となっております。
　しかし、平和であった７７年間を生き抜いてきた我々にとって、今できることは、
一人ひとりが持続可能な社会を構築するために小さな努力を続けていくことです。そ
のことが今年のテーマである高齢者の役割というものであり、特に今年は食品ロスを
少なくする事に努めて参りましょう。その為にもまずは自分自身が健康であることが
一番。そして感動を忘れず、夢を持って生き抜いて参りましょう。

　今年度は10名の役員が退任されました。
　県婦連の副会長・理事・地域婦人会の会長として、
婦人会活動にご尽力をいただき、心より感謝の意を
申し上げます。ますますお元気で！ご活躍を！
　さらなるご支援とご協力をお願いいたします。

　14年間いろいろな活動に参加させていた
だきました。特に、東日本大震災避難所で
の炊き出しや法改正により財団法人の移行
を県の指導を受け、何日も時間を費やし、
無事、一般財団法人に移行できた事など思
い出されます。これらは私にとって大きな財
産となっています。
　皆様と共に活動できたことに感謝いたします。

秋成  ふみよ様（勝浦郡勝浦町婦人会）
中川  糸子　様（東みよし町昼間婦人会）
山田  京子　様（三好市西祖谷山村連合婦人会）
西口  瑞栄　様（那賀郡木沢支部婦人会）
福井  千賀子様（海部郡海陽町婦人会）
高岡  由美子様（那賀郡相生支部婦人会）
焏原  和枝　様（那賀郡上那賀町支部婦人会）
服部  喜代子様（鳴門市川東婦人会）
海部  秀子　様（鳴門市大麻婦人会）
美原  久代　様（美馬郡つるぎ町半田婦人会）

退任役員感謝状贈呈退任役員感謝状贈呈

令和４年６月1日あわぎんホール



　日本で最も古い団体であり、時代が変わっても揺るぎな
く活動を続けてきました。様々な危機に直面しても私たち
が培ってきた連帯と民度の高さは困難を乗り越える力を生み
出しています。これからも判断力や企画力、行動力、会員
同士や地域との連携など有形無形の財産を次世代につなげ
ていきましょう。

　筑波大学長、永田恭介さん、CYBERDYNE株式会社、
山海嘉之さんのお二人により、科学がつくる健康未来社
会・やりがいを持つことの幸せ・人と人のつながり・大き
な夢を描ける社会にとお話しがありました。

令和4年度　県婦連役員一覧

令和4年度主な行事予定

会　長

8月
9月
23日（火）
29日（木）

藤田　育美    （美馬市）

マークは新理事さんです・・・よろしくお願いします！

副会長
矢野　壽美子（鳴門市）　　喜島　寧子 （吉野川市）
紅露　清恵　（阿南市）　　板東　恵子 （徳島市）

理　事

吉岡　惠美子（石井町）　　阿部　照　 （美馬市）　 
石本　知恵子 （海部郡） 長尾　久代 （佐那河内村） 
佐藤　千代美 （つるぎ町） 竹島　由美子（小松島市） 
原田　道代  （阿波市）　　湊　　千代 （板野郡）  
川口　好美 （三好市） 仁木　あけみ（那賀郡）        
石倉　美枝子 （勝浦町） 七條　公香  （東みよし町）

全女会・四国ブロック会議（愛媛県）
第37回 交流芸能大会～三世代交流～

メルパルク松山
あわぎんホール

R5.1月 20日（金） 令和5年度 新春の集い（予定） ホテルクレメント徳島
11月10日（木） 第43回 徳島県婦人問題調査研究発表大会 /防災学習会（全女会受託事業） あわぎんホール

・定時理事会 年5回　・代表者会議 年7回　・子ども支援事業　・女性支援事業　・県婦連だより「なでしこ」発行 年3回　
・ちふれ化粧品1個運動（令和4年度 第2回：10月～令和5年1月）　・昆布しょうゆ販売強化月間…10月、令和5年2月です！

全国女性会（婦人会）創立70周年記念大会全国女性会（婦人会）創立70周年記念大会
～先達の軌跡を振り返り新たなあゆみを始めるために～

阿南市新野町婦人会　会長　岩倉　孝江

「櫻井よう子会長挨拶」

「記念講演として」　

徳島市加茂名婦人会　会長　西森　順子

講演「コロナ禍の心のもちかた」　 社会福祉法人 白寿会 理事・本部長 大西 智城 様
　新型コロナウイルスの関係で、人数が制限され、県下各地域から元気に集い、懐かしい
方にお会いする事ができました。開会行事終了後、社会福祉法人白寿会の大西智城先生
による講演がありました。天国も地獄もおなじでお花が咲いてきれいなとこなんよ、おい
しいご馳走も一杯あるんよ、長いお箸で食べるのだけど、天国の人はお互い食べさせ合
うので、にこにこしとるんよ、地獄の人は自分で食べようとするから食べられなくて暗い
顔しとるんよ。18歳と81歳の違いのお話は有名ですが、先生が作られたとのこと、また、
鶴の恩返しの続きが作られて、傷ついた鳥を助けたが、いつまで待ってもきれいな反物が
できないのでそっと覗いてみるとツルでなくサギだった。ユーモアたっぷりのお話に人を思
う心などの大切さを学びました。



藤田会長（以下会長）：婦人会ができて73年に
なります。今16郡市、90地域で男女共同参画や
環境問題などに取り組んでいます。高齢化が進
んでまいりましたけれども、活動に対して町長さ
んはどうお考えでしょうか。

影治町長（以下町長）：私は常々思っていることは、
人口減少や、南海トラフ巨大地震への備えなど
課題が沢山あります。要はやっぱり女性の方の活
躍だと思います。会長がおっしゃったように男女
共同参画と言いながらもまだ男性社会です。しか
し最近の若い人を見ているといろんな家事にして
も男性の方が引き受けたり育児休業も取られたり
望ましい形に進んでいます。
　若い人から見ると婦人会活動って大変な仕事を
されているという尊敬の念をもっていたり自分がそ
こまで仕事をしながら活動ができるだろうかという
思いがあるようです。
　いままでやってきたように廃品回収や食生活の
分野など女性の方々が活躍していた社会で良い町
づくりができていました。最近は防災活動で避難
所を運営するのに男性ばかりでなく女性の目線と
か感覚が必要になってきました。特に弱者の方々
が快適に過ごせるような避難所は、やはり女性
の視点が大事です。また、自治会活動も男女が
協力して活動しなければならないと思っています。

会長：防災活動には日赤の協
力が必要です。美波町は南海
トラフ地震への防災活動に熱
心に取り組まれておりますね。
婦人会も炊き出し訓練や防災
学習会を行っております。また、高齢者は高齢者
の役割が、家庭の中でも、地域の中でもあり、
それを探っていこうと思います。
　SDGｓの中での食品ロスについて考えています。
なんでも小さなことから取り組んでいくようなシステム
を我 は々提案していこうと思っています。

会長：今後の街づくりについてお話しください。

町長：美波町の将来的な展
望を考える時、穏やかで住
んで良かったと感じる町を住
民や職員にも言い続けてき
ました。人口減少が進んで
いく中、美波町をよく知ってもらうために、73
年間続いた歴史と文化を大事に引き継ぎ、より
魅力的な街に磨き、安心安全な町として、移住
者や交流人口を増やしたいと思います。そのた
めにも女性の感性を発揮してもらいたい。また、
チャレンジ精神を忘れないようにとみんなで取り
組んでいます。

石本：美波町、牟岐町、海
陽町の3地域でも過疎化が
進んでおり、医療が無い所
に人は住めないと思い、3町
の町長、住民、婦人会が一
致団結して病院の再建に取り組みました。今度は、
命の道路の継続と早期完成を願っています。
また公共交通機関がなくなると困るので、要望を
出し、鉄道の存続はかないましたが、間引き運転
となり、通勤通学の子どもたちにしわ寄せがきて
おります。そのままの存続を願って要望活動を続
けていきます。南海トラフにしても、高台に道路
が続いていなかったら、物資が届かないし、ボラ
ンティアの人々も行けません。やはり早く声を上
げていかなくてはならないと思っています。

会長：「にぎやかそ」ってなんですか。

町長：にぎやかと過疎をあわせて、
美波町のキャッチフレーズにしました。

会長：本日はお時間を頂戴いたしましてありがと
うございました。

美波町長  影治  信良  様美波町長  影治  信良  様
一般財団法人徳島県婦人団体連合会一般財団法人徳島県婦人団体連合会

会長会長 藤田　育美藤田　育美
海部郡婦人連合会海部郡婦人連合会

会長会長 石本　知恵子石本　知恵子

スペシャル対談スペシャル対談



第37回 戦争体験を語り継ぐ会 ㏌ 海部

海部郡婦人会連合会　会長　石本　知恵子

日時：令和4年 8月 1日（月）
会場：牟岐町海の総合文化センター 大ホール

　コロナ感染症第7波急拡大の中、感染症予防対策を取りながら、
牟岐中学校2年生を迎え231名の参加者の下、開きました。
　語り部の坂千代克彦様の「次代に繋ぐ」は遺族として父親の
顔も知らず苦労をしてきたことや、父への思いを語っていただきま
した。そして、命を繋げてもらったからこそ今の自分があることや、
平和の尊さの大切さを知ってほしいと優しい声で話されました。
　その後、牟岐中学校2年生3人が「戦争が残したもの」、「人権
侵害について」、「世界の争いをなくすために」と題して思いをこ
めて語ってくれました。子ども達による寸劇でも思いやる心があり、
故郷のありがたさ、平和の尊さを心をこめて全員で「ふるさと」 
の合唱で締めくくりました。

戦争体験発表者　徳島県遺族会会長　坂千代　克彦様
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牟岐中学校 2年生　岡村　空夏さん 牟岐中学校 2年生　川野　夏都さん 牟岐中学校 2年生　木村　優さん

主催　県婦連会長　藤田　育美

主催　海部郡婦人会連合会　会長　石本 知恵子

次回開催地域徳島県婦人連絡協議会　会長　板東　恵子



　急にコロナ感染が拡大された中、急遽、阿波市
交流防災拠点施設アエルワの広い会場に変更致しま
した。開会式には、ご来賓に阿波市長 藤井正助様を
迎え、ご挨拶をいただきました。
　午前10時より「標準化セミナー」を開催しました。
私たちが暮らしの中で、見て分かりやすい規格表示
や新しい衣類の取り扱い表示、世界中で通用する
案内図記号などを学びました。
　午後1時30分からは「製品安全セミナー」を。身
近な製品事故の特徴及び製品の安全な使い方や対
策について教わりました。続いて、「家の中の安全
を考えよう」と題して、家の中で起きる製品事故等
詳しく話され、安心に暮らすためには、日頃の気づきや日々のチェックが大事だと気付かされました。
　最後に、ガスコンロや石油ストーブの安全な使い方、また安全に使うためには法定点検を受
けることを知りました。今回のセミナーを通してより多くの人が安全豊かな生活ができるように、
啓発活動をし、かしこい消費者になれるように心がけたいと思いました。

標準化セミナー・製品安全セミナー

阿波市婦人団体連合会　会長　原田　道代

日時：令和4年7月29日（金）
　　 10：00～15：30
会場：阿波市交流防災拠点施設アエルワ
講師：阿部 裕治 氏　前城 典昭 氏
　　 佐藤 芳彦 氏　池田 明生 氏

「平和の象徴」折り鶴
　折り鶴に込められた祈りと願いは、戦禍のもと苦しんでいる人々 に思いをはせた時、
「平和への思いが人から人へ、心から心へ」と恒久平和を願って、世界中の人々 に届く
ことを千羽鶴にたくして！！
　未来を担う子どもたちが安心して暮らせるよう核のない平和な世界をめざしましょう。



我 が 町 自 慢我 が 町 自 慢我 が 町 自 慢我 が 町 自 慢
我が町

「国史跡　勝瑞城館跡」について

徳島市川内町婦人会　会長　白井　功美子

板野郡藍住町婦人会

　本地域川内町は吉野川の北岸に人口約1万6
千人が住む平野が広がり、阿波しらさぎ大橋を
渡ると沖洲へとつながります。淡路鳴門から続
く吉野川サンライズ大橋は津田までですが、吉
野川河口に架かり、県南が少し近くなりました。
　コロナ禍で中止が続きますが、健全育成はぐ
くみの会は、幼・小・中学校を併せて2園3校
の青少年を見守ったり、町民運動会や町民文化
祭など恒例行事を行っています。
　特産品として蓮根、さつまいも、カリフラワー等があげられます。また、徳島県立阿波十郎兵衛
屋敷では伝統の人形浄瑠璃を上演しています。阿波人形浄瑠璃平成座が太夫・三味線・人形遣い
を抱え、後進の育成をしながら県内外で活躍しています。

　勝瑞から畿内に進出し、一時は畿内の実権を
握ったことから「天下人」として注目が高まりつつ
ある戦国武将がいます。三好長慶です。
　長慶が畿内で武功をあげていた頃、阿波では
弟の義賢（実休）が勝瑞を拠点に実権を握ってい
ました。勝瑞城館跡の発掘調査では、当時の暮
らしぶりがわかる遺物が多数出土しています。
　今年は長慶が生まれて500年の年です。藍住町では、当時の暮らしや文化を知ることができる展示
やイベントを開催しています。10月22日（土）に行われるフェスティバルでは、数十メートルの距離から
矢を射る弓術演武や町出身の狂言師、河野祐紀さんの講演が行われます。また、勝瑞城館跡展示室では、
7月から11月まで、月替わりで住まいや食などのテーマごとに遺物を展示する企画展を開催中です。

阿波しらさぎ大橋阿波しらさぎ大橋



 

 
　 

徳島県に住む私達でもまだまだ知らない、地元のすばらしいところ。
住んでる人しか知らないのはもったいない！
紙面で地元をPRして、地域を元気にしたい、そんな思いが込められた「我が町自慢」です。

里むすめ 鳴門市里浦婦人会　楠　満栄

「佐那河内村のゴミ出しルール」について 佐那河内村婦人会　多仁　政子

　里浦が誇るブランド、「里むすめ」ホクホクとした触感
で、繊維が少なく、甘みと旨みのバランスが良く、冷め
てもおいしくいただけます。温暖で、降雨量が少なくミネ
ラル豊富な海砂で土壌の栄養バランスが良く、より味の
良い「里むすめ」が育ちます。
　冷蔵庫に入れずに、風が通らない暗い所で保存して
下さい。適温は15℃前後です。きれいな紫色をしていま
すが、水に溶けやすい為、多少色が出ますが品質には問
題ありません。
　おやつやおかずに、乳幼児から高齢者まで、食物繊維いっぱいの「里むすめ」
を食べて、笑顔で健康に過ごしましょう。葉っぱはハートの形をしていますが
ご存じでしたか。

　家庭から排出されるゴミの量は毎年増加しています。私たちの村ではゴミ収集車は回っていません。
　ゴミは34種類に分別され、各自で村内にある24か所の集積
所へ資源ゴミ（缶・ビン・ペットボトル・歯ブラシ等）をいつでも
出します。1ヶ所あるゴミ集積所へは週1回（可燃ゴミ・プラ
スチック・紙類・生ゴミ等）。粗大ゴミは年4回粗大ゴミ集積所へ。
紙おむつは5ヶ所の集積所へいつでも持って行きます。
　生ゴミは電気による処理機・コンポスト・キエーロを設置し、
ほとんど各家庭で処理しています。ゴミ収集にかかる費用は、
子どもの医療費（18歳まで無料）にしています。村民は分別の
徹底やリサイクルの推進に努め、少々は手間がかかりますが、
村民の心がひとつになり、村を守っています。

モーニングレース
開催中なる！
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地  域  活  動地  域  活  動
石井町藍畑ボランティア、婦人防火クラブ 石井町女性の会

私たちの暮らす町をきれいに 徳島市東富田婦人会　会長　中村　洋子

　石井町藍畑ボランティア、婦人防火クラブは、
平成5年設立。現在、会員39名で活動しています。
　一人暮らし高齢者の見守り、声掛け、給食サー
ビスなど地域の福祉活動などを行っています。
　また、地域の文化財施設、高齢者施設で行われ
る火災訓練への参加、小学校を対象とした防災講

座の開催など、自分の
命は自分で守る防災活
動に取り組んでいます。
　あわせて、石井町ボ
ランティア連絡協議会の一員として、敬老会の手伝い、堤防清掃活
動など町事業へも積極的に参加しています。

　昨年はコロナに明け暮れ、様々な行
事が中止になってしまいました。そんな
中、コロナ禍でも皆んなで一緒に出来
る活動はないかと考え、「私たちの暮ら
す東富田を少しでもきれいにして、新し
い年を迎えたい」との思いから地区内
の年末清掃を行いました。
　婦人会としては年末に行う初めての活動でしたが、当日にはゴミ拾いバサミ・ほうきを片手に大
勢の皆さんに集まっていただき、全員が日赤エプロンを身に付け、地区内各方面に分かれて清掃を行っ
ていきました。たばこ・ペットボトルのポイ捨てが多く、時節柄マスクもあちこちに落ちていました。
　1時間余りの活動ではありましたが、たくさんのごみを集めてきれいな街にする事ができました。
今後、婦人会の年末恒例行事にし、地域の美化の輪がどんどん広がってくれたらと思っています。

地  域  活  動地  域  活  動



チューリップ公園 板野郡北島町婦人会　会長　天羽　栄子

堂浦へ避難のウクライナご夫婦との交流 鳴門市堂浦婦人会　会長　山下　静子

　北島町は、毎年11月にチューリップの球根
植え付け、5月には球根堀りをしています。
婦人会、中学生、その他いろいろな団体
の方々が参加しています。球根堀りの日
は暑く、コロナ禍の為マスクをしての作業
だったので休憩しながら行いました。
　毎年4月1日から4月30日まで、チュー
リップフェアを開催しています。園内には
60種以上、約5万本のチューリップが色
鮮やかに咲き、多くの人が訪れています。
公園内でも目を引くのは赤いチューリップで大きなハートが型どられています。おすすめのフォトスポット
です。皆様もぜひ一度お越しください。お待ちいたしております。

　毎日のようにテレビで放映されているのがロシアによる軍事進攻
で、目を覆いたくなるようなウクライナの現状です。
　私たちも何かできたらという思いで、鳴門市婦人連合会は5月17日
にウクライナへの支援金を日赤徳島県支部へ届けました。それから
半年後の6月2日の徳島新聞を見てびっくり。まさかウクライナの人が
堂浦へ避難されているとは知らなかったです。早速、堂浦婦人会員
の心のこもった支援金を届けました。友達の通訳に助けられ、会話

も通じて大変喜んでもらえました。そこで、
グランドゴルフを始めようと誘ったところ、
翌日から参加して、婦人会員や地域住民との交流は次第に深まっています。
　帰国まで少しでも心安まり楽しい日 を々過ごしてほしいです。そして、一日も
早く平穏な日が来ることを心から願ってやみません。

全県下で幅広い活動をしている婦人会。地域によって活動内容も様々です。誌面で情報を共有
することで、活動アイデアのヒントが見つかるかも。また、婦人会活動をあまりご存じない方
にも、ぜひ素晴らしい婦人会の活動をご紹介ください。



石井町女性の会

　紙を材料に「ペーパークラフト」で、ミニチュアの傘を作り
続けて40年以上。本物の傘のように開閉ができる「傘」をい
ろんな紙を使って巧みに仕上げていく岡田さん。
　細やかな作業で作られた作品は、子どもから高齢者まで、
見る人を感心させられています。地域の様々な行事で多くの
方にプレゼントし、子どもは本物のように開いたり閉じたりす
る傘に驚いたり喜んだり。無邪気な子どもの反応は、岡田さ
ん自身の楽しみでもあります。傘を作ることに初めは苦労もあ
りましたが、今はもう無意識に手が動くほど、生活の一部に
なっています。コロナ禍で多くの行事が中止となっていますが、
「コロナが収まったら、また地域の活動に貢献したい。」と、
その時が訪れるのを心待ちにしています。

わが町、石井町の名人
岡田  榮治さん
わが町、石井町の名人
岡田  榮治さん

名人紹介名人紹介



今が旬‼「すだちシャーベット」

　すだちのすっぱさと砂糖の甘さでとってもおいしい。
　子どもからお年寄りまで、幅広く喜んでいただけます。

一口メモ

材　料
すだち酢　150cc
水　　　　300cc
砂糖　　　150ｇ
すだち　　5個（皮をすりおろしたもの）

作り方
① 水に砂糖を入れてわかす。
② ①を冷まし、すだち酢を入れて冷やす。
③ ガラス容器を凍らせる。
④ 凍ったガラス容器の中に冷えた②を
　 入れかき混ぜる。
⑤ 最後にすだちの皮をすりおろしたものを
　 散らす。
    ※「どんびえ」があればガラス容器より
        いいと思います。



私たちと一緒に、女性の視点から様々な活動や問題に取り組み、より
よい地域を創って下さる方を募集しております。現在、県婦人会では婦
人会活動、日赤奉仕団活動、結核予防活動を中心に様々な活動に取
り組んでいます。多くの皆様と共に活動することで地域が更に元気に
なり、活気が出てくると思います。女性だけでなく男性の会員も歓迎い
たします。地域の発展に貢献できる団体として活動していきましょう。

厳しい暑さが続く中、原稿をお
寄せいただきありがとうござい
ました。次号もどうぞよろしくお
願い致します。

●東京ばなな 届いたみやげは 東京コロナ 竹島　由美子
●70周年 祖母 母 われも 共に歩み 岩倉　孝江
●日本一の スカイウオーク 初体験　 庄野　眞知子
●すみわたる 大空にそびえる 富士の山　 滝本　ミチコ
●会終えて 幸せ測る みやげ量　　 佐藤　千代美
●コロナ禍の 歌のステージ 春の夢　 石倉　美枝子
●全婦連 少女にもどって 大さわぎ　 天羽生　鈴子
●箱根山 イオウの香り 黒たまご　 秋成　ふみよ
●座席チケット 配られ確認 友の席　 板東　恵子

お申込み
方法

婦人会員＆賛助会員の募集！

全国女性会（婦人会）創立70周年記念大会に参加しての思いで　
●厳重な 警備の向こうは 大使館 白井　功美子
●会長の おしゃべり楽し バスの中　 紅露　清恵
●箱根湯に 三度入りて 若返える　 長尾　久代
●はじめての参加 婦人会の活動報告に 感激です 南　    渚
●70周年コンサート ザパンプで盛り上がり 歳わすれ  出葉　順子
●富士の山 右に左に現れて 箱根へ向かう バスの中 塩田　光美
●揃いのTシャツ身を包み バスは一路 東京へ　 原田　道代
●大ホール 17色の県婦連 ひときわ目立つ 団結力 岡本　千寿子

編集後記

地域の婦人会会長へお申込みいただくか
県婦連事務局までご連絡ください。
ＴＥＬ：088-622-9639（平日9時～15時まで）

材　料
くず粉 1 1/3C
砂糖　 1C
水　　 3 3/4C　　
きな粉 少々
すだち 少々
すだち酢 少々

作り方
① くず粉、砂糖、水、すだち酢を火にかけ
    とろ火で練りあげる。
②  ①の中にすだちの皮をすりおろして入れる。
③ 冷やしてから丸める。
④ きな粉をかける。

すだちのくずもち

材　料
ゴーヤ　 500ｇ
醤油　 50cc
砂糖　 100ｇ　　　　　　　写真
酢　　 40cc
ゴマ　　 適量
ちりめん 50ｇ

作り方
① ゴーヤはたてに切ってスプーンで種と綿を取り除く。
② 2mmくらいの薄切りし熱湯に入れさっと茹で  
　水気を切り、絞る。
③ 砂糖、醤油、酢を合わせ沸騰させ②のゴーヤとちり
　めんを入れて中火で煮る。汁気がなくなるまで煮込み
　最後に鰹節とゴマを入れ出来上がる。

ゴーヤとじゃこの佃煮

編集委員一同



複 十 字 シ ー ル 運 動
すべての人を結核から守りたい。

結核をなくすための複十字シール募金にご協力ください。

複十字シール運動（運動期間８月１日～１２月３１日）
複十字シ－ル運動は、複十字シールを媒体とした募金活動です。結核、肺がん、COPD（慢性閉

塞性肺疾患）などの呼吸器疾患をなくし、健康で明るい社会を作ることを目的に、世界各国で行わ
れている運動です。募金をいただいた方にシールを差し上げ、シールをお使いいただくことで運動
の輪が広がります。

県知事表敬訪問（県庁応接室）

複十字シール

写 真

令和３年度 募金額 2,812,260円

～複十字シール運動開始にあたり県知事表敬訪問～

複十字シ－ル運動開始にあわせ、結核予防会本部においては厚生労働大臣、各県支部にお
いては各都道府県知事を訪問し全国一斉にスタ－トしたところであります。
徳島県においても、去る８月２日（火）、公益財団法人とくしま未来健康づくり機構と一

般財団法人徳島県婦人団体連合会が共同で徳島県知事を表敬訪問し、複十字シ－ル運動の意
義及び目的をご理解いただき、結核予防思想について広く一般に伝え一層の普及を図ってい
ただくようお願いをしました。

公益財団法人とくしま未来健康づくり機構
（ 徳 島 県 総 合 健 診 セ ン タ － ）

（公財）結核予防会徳島県支部（公財）日本対がん協会徳島県支部
〒７７０－００４２徳島市蔵本町１丁目１０番地３
ＴＥＬ（088）633-2266 ＦＡＸ（088）633-1811
E-mail tokusoken@nifty.com http://www.toku-souken.ne.jp/



ご寄付に関するお問い合わせ先

〒770-0044

徳島県徳島市庄町三丁目12番地１

TEL:088-631-6000

FAX:088-631-6100

https://www.jrc.or.jp/chapter/tokushima/

日本赤十字社徳島県支部 検索

皆様から寄せられた赤十字活動支援費は
地域の“いのちを守る”活動に

役立てられています

市民に目撃される心肺機能停
止傷病者を１人でも救いたい。
赤十字AEDは県内78箇所に設置
しています。

暖かい、栄養ある食事の提供に。
胃も心も温めてくれる大釜を、
県内に216基設置しています。

避難所の劣悪な環境から要
配慮者や乳児を守りたい。
県内各市町村に配備を進め
ています。

災害時の活動拠点として、
平時の防災訓練等で活躍。
県内に85張配備しています。

● 国際支援に ● 命を守る講習に ● 災害救護に ● 児童・生徒の育成に

市民に目撃される心肺機能停
止傷病者を１人でも救いたい。
赤十字AEDは県内78箇所に設置
しています。

赤十字AED災害用移動炊飯器

要支援者用段ﾎﾞｰﾙﾍﾞｯﾄﾞ 災害時活動用ﾃﾝﾄ

戦時の救護活動から始まった赤十字。

現在、国内災害救護、国際支援、

医療、看護師育成、献血、社会福祉、

ボランティア育成など、

皆様のご支援に支えられています。



昭和27年（1952）9月全地婦連結成
　
（昭和27年～36年）　　
●公明選挙運動　　　 
●売春防止法制定運動　
●家族制度復活反対運動 
●原水爆禁止運動　　　 
●母と子の桜映画社の設立
●新生活運動　　　　　　
●全地婦連ブロック会議始まる

（昭和37年～46年）
●沖縄返還運動
●北方領土復帰促進運動
●全国婦人会館の設立
●実態調査による消費者運動
●カラーテレビ買い控え運動
●再販制後廃止運動

（昭和47年～56年）
●石油危機と消費者運動
●省資源・省エネルギー運動
●食品添加物の規制緩和反対運動
●「一般消費税」反対運動
●「母達の昭和史」の編纂刊行
●開発途上国に国際協力
●平和運動（第1回国連軍縮特別総会
　へ代表者派遣）

（昭和57年～平成3年）
●ファミリー・サービス・クラブ
 （地域のかけこみ寺）
●平和運動（平和をつくる婦人の集い)
●アフリカ救援活動（救援金は直接
　国連事務総長に）　
●国際交流（中華全国婦女連合会と
　の交流事業）　　　
●リーダー研修会、幹部研修会
●環境を守る地域活動推進事業
●全地婦連の委託事業制度
●消費税導入反対運動

（平成4年～13年）
●国際交流（日中女性シンポジウム）
●平和運動（米国の少女暴行事件に
　抗議、長崎で「平和をつくる婦人
　のつどい」)
●北方領土返還要求運動（北方領土
　返還要求国民集会㏌NEMURO、
　ビザなし交流）
●生涯学習に関する女性の意識調査
●リーダー研修講座（21世紀への
　地域づくり）
●アフガンの子らに愛の手を！
　救援募金活動

（平成14年～23年）
●環境保全運動の推進（CO2削減、
　レジ袋削減、水質汚染の抑制）
●男女共同参画社会の推進（情報の
　収集・発信、他団体との連携、研
　修・学習会、啓発活動）
●食の安全安心と農林水産業
　（昆布料理講習会を全国で実施）
●子育て支援（全国各地での協議・
　研修、ボランティア活動）
●IT社会への対応、HPの充実
●災害支援（東日本大震災）

（平成24年～令和3年）
●災害支援（豪雨による広島市の土
　砂災害、熊本地震、2017年7月九
　州北部豪雨、2019年9月　台風15
　号等多数）
●食品ロス削減運動
●少子高齢化対策（子育て支援、独
　居高齢者見守り等）
●健康促進運動
●特殊サギ撲滅運動（全国都道府県
　で警察と協働し、講演会開催）
●SDGｓの推進

全国女性団体連絡協議会の歴史（全国地域婦人団体連絡協議会）
「あゆみ」

全国女性団体連絡協議会・活動実績



参考 :( 株 ) 長府製作所カタログ、四国電力 ( 株 ) ホームページ　2021 年 12 月現在

周年
150 年分の“ありがとう”をこめて！150 年分の“ありがとう”をこめて！

マルシェ×
日頃の感謝をこめて

開
催
し
ま
す
！

開
催
し
ま
す
！

開
催
し
ま
す
！

開
催
し
ま
す
！

日時 9 17月 日 ( 土 )
会場 フジタグループ 脇町充填所

徳島県美馬市脇町馬木字銚子場1069( うだつアリーナ西隣 )

10:00~16:00

設置スペースを
とる…
設置スペースを
とる…雨や雪の日

　　なんて特に…
雨や雪の日
　　なんて特に…

給油が大変！給油が大変！

灯油切れ…灯油切れ…
灯油配達の
電話注文が
面倒くさい…

灯油配達の
電話注文が
面倒くさい…

臭い・音が
気になる…
臭い・音が
気になる…

チョロ
 チョロ…水圧が

弱いかも…
水圧が
弱いかも…

本体が大きいので
場所を
とる…

本体が大きいので
場所を
とる…

ガス給湯器 こんなお悩みを解決！な
ら

お湯切れなし！お湯切れなし！
水圧のお悩みも改善！水圧のお悩みも改善！
ムダがなく経済的！ムダがなく経済的！

いいこと
だらけの
ガス給湯器

燃料切れなし！燃料切れなし！
臭いなし！音も気にならない！臭いなし！音も気にならない！

コンパクトサイズで
場所とらず！

コンパクトサイズで
場所とらず！

灯油ボイラー灯油ボイラー

電気温水器電気温水器

が交換の目安です！が交換の目安です！1515
電気温水器電気温水器

年年1010灯油ボイラー灯油ボイラー

年年

昔と比べて
電気代が高く
なった！？

昔と比べて
電気代が高く
なった！？

入浴中にお湯切れ！？
入浴中にお湯切れ！？⁉⁉
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